
第1学年
2月16日

1 題材名たしざんとひきざん

2 題材について

1年生で学習する「数と誕1村領域では,功"法及U市掘去が用いられる場合について知ること。」江

位数と1位数との加法及びその逆の減法の計算の仕方を者え,それらの計算が確実にできること。」とし,

加法では, H立数同士で繰り上がりのある範囲,減法は,20以下の整数で繰り下がりのあるものとなっ

ている。数のしくみを理解してきた子どもたちにとって,その範囲の計算であれぱさほど抵抗感を持つ

ことはない。ここで,大切にしたいことは「式をよむ」「具体的な場滴から式を作る」「加法 q咸法の場

面を言葉や絵で理解する」と考えた。計算の素地を築くときに大釖にしたいのは,「問題場而からどん

な式を使えぱいいかJ を老えられることである。

ここでは,たし算・ひき弥の学習を一通り終えた後の学習として設定Lた。力畍去・減法が混在した場

面から,自分で判断し,問題場面を選び出し,解決Lていく過程を大切にしたい。

これまでの学習では,加法や減法の問題場面をそれぞれが芳えながら,「たし算とは。ひき算とは。」

ということを老えてきた。本題材でも,様々な場面が出されることが当然出てくるだろう。しかし,共

通な1枚の絵を見たとき,その中から作り出された加法や減法の場面をどのように読み取るのか,整合

性はあるのかということ丁寧に胃えていく学習を計画している。そのことによ0て,より力譜去・減法の

意味について理解L,それらを用いることができるようになると灣えている。

特に,子どもたちの素直な言葉や絵から読み七る個々の見方の遂いを大切に扱うことは,自分の見方

を伝え,友だちの見方と交わり,自分たちの見方へとつながうていくことになる。そこに,算数におけ

る加法・減法の概念理解を乗せていくことで,子どもたちが自分事として,算数を捉える素地を作るこ

とになると芳えている。

3 学習指導計画(2時間目/全5時間)

第1時1枚の絵から,たし算やひき算の問題を作る。

第2・3時友だちの作った問題を見て,みんなでぎぇる。

第4時もう一度,絵を見ながら,新しい問題を作る。

第5時友だちの作った問題を解き合う。

4 本時の学習について

(1)本時のねらい

1枚の絵から友だちが作った間題について,共に芳えようとtる。

・問題を吟味tることで,たし算やひき算の理解を深める。

(2)予想される本時の展開

「算数」学習指導案
(木) 1階D室 10 00~10 40 話し合い 10

授業者冨田

5 5 ~ 1 1:4 5

京子

・前浩で個人で作った問題のいくつかを発表し,絵を
見ながら,剣'話を通Lて,整合性を吟味Lていく。

肉分と途う見方やぢぇたに気づき,券えを出し合う。

主な学習活動と子どもの姿

どのような時に,たし算やひき算になるのか若える。

使用教材':「みんなとまなぶしょうがっこうさんすう 1ねん」学佼図き判鴨平成20年度版, P H8-H9

口授業後の話し合いで話題にしたいこと

・ 1年生の学習で,「自分の考え」を伝え,「友だちのぢぇ」と交わり,「肉分たちの考え」と深めてい

く学習の在り方とは。

問題文として成立しているかを確認し,絵

との整合性を考えていく。場面,数,など
少し変な部分も全体の話題として考えてい

く。

伊上バドミントンをしている子は,2人?4

留意点
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